
タイヤ魚、礁設置効果調査

i調査目的

沿岸漁場改良造成の新しいこころみとして、タイヤ魚礁を設置し、その経済効果を高めることによ

り沿岸漁業経営の安定に寄与する c

E調査内容

1，調査期間 昭和 47 年 6 月上旬~ 1 0月まで

2，調査海域 鯵ケ沢港赤灯台より北東 2.2湿

3， 調査員及び調査船

(1 ) 調査員

主担 技 師 沢田兼造

扇IJ担 調査課長 山形 実

高IJ担 技 師 高梨勝美

(2) 調査船 傭船第 5長徳丸(4.2 7トン 25 P S ) 

4，調査項目

(1 ) 時期別 魚種別、漁獲量

(2) 集魚調査

(3) 魚種別、多項目調査(体長、体重、性別、胃内容物重量)

(4) 標本船漁獲量調査

皿調査方法

1， 時期別に漁業試験を行い魚種別の漁獲量調査を実施したc

2，集魚調査

魚群探知機並びに三枚網による集魚調査を行なった。

3， 魚種別、多項目調査

時期別に漁獲された魚種の体長、体重、性別、胃内容物重量

4， 標本船調査

鯵ヶ沢港における小型船 10隻に依頼し標本船調査を実施した。

W 調査結果

1， 時期別、魚種別、漁獲量

漁獲諒験は 6 月~ 1 0月まで各月の上、下旬 2回とし、傭船第 5長徳丸により三枚網(2寸8分)

5 反 1 放にして、魚礁周辺に 1 放し対照地に 1 放しを使用した。漁獲魚種は 6 月~ 1 0月の間で、

3 2種であった。その検、経内容については第 1表のとおりであるc

(三枚網の投網は夕方投網し翌朝揚網した。)
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第 1表 タイヤ魚礁漁獲内容一覧表(対象地下段数字は魚礁からの距離〉
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調査期間中、漁獲の多いのはホシザメで全漁獲尾数 (402尾)の中 13.4 30/0で、エゾアイナ

メ (8.96 0/0)、マコガレイ (3.73 0/0) ドチザメ (3.7 3 0/0)の順であった。時期的に魚礁周辺

(魚礁付近)から漁獲されたのはホシザメ、マダイ、エゾアイナメである。

また対照地(魚礁外1から時期的に漁獲されたものの中多いのはクロウシのシタの外カレイ類で

あった。

魚礁周辺

対照区
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ヒラメは6月に魚礁周辺から漁獲されただけで、 7

~8 月にかけては魚礁庚回、対照地から 2~8 尾程度

漁獲されただけである。

サメ類はホシザメの外ドチザメ等で'6月8月にか

け魚礁周辺で多く漁獲され、 9月-10月にかけては

対照地で多く漁獲された。

エゾメバルは 6 月 ~9 月にかけて漁獲が多く、 8

月 ~9 月になって魚礁周辺で 4~7 尾程度、 1 0月

は全く漁獲がなかった。
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第 4図エゾアイナメ
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第 6図マコカレイ

尾
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。
月別 月

エゾアイナメは 6 月~] 0月まで魚礁周辺から漁

獲されたが、 7~2 尾程度で対照地からは 6 月、 8

月、 9月に]6 ~] 0尾の漁獲があっt.::.o

ソイ類は 6 月 ~9 月を除く 1 0 月まで 7~4 尾程

度魚礁周辺で漁獲されたが、対照地では 6月と 9月に

4~2 尾漁獲されただけであった。

マコカレイは 6月に漁礁周辺で2尾程度漁獲され

たが、 7 月~] 0月までは、まったく漁獲されなか

った。対照地での漁獲は、 7月、 8月、 9月を除く

1 0 月まで 2~4 尾の漁獲があった。
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第 7図その他 その他の魚礁では、魚礁周辺で漁獲さわたウミタナ

ゴ、スズキ、ムラサキウニ、アカエイ、キアマダイ、

イシガレイ等が主で、 6月に 25尾、 10月に 7尾、尾
60 
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7 月、 8 丹、 9 月は 7~20 尾の漁獲があった。

対照地で漁獲されたその他の魚種はセトウシノシ夕、

クロウシノシ夕、ガザミ、カワハギ、カナガシラ、ホ

ウボウ、コチ、フグ、グルマエピ等で、 6 月~ 1 0月

まで漁獲され。もっとも多く漁獲されたのは 9月の60

尾であった。

2 集魚調査

6 月~ 1 0月まで、各月上・下旬 2回、魚群探知機

により、タイヤ魚礁の集魚状況を確認し三枚網を投網

した。(第8図)

第8図 調子正月日ごとの魚探反応模式図
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3 魚種別多項目調査

(1 ) 魚種別、月別平均体長組成

タイヤ魚礁周辺に集魚する主な魚種の時期別体長組成は、エゾメバルについては 6 月 ~9 月ま

で変らず、 27~28cmで、昨年同期に漁獲されたものとほぼ同じであった。

0 ウマジラハギは 6 月 ~8 月を除く 9 月まで漁獲されたが、各月とも体長 2 2cm程度で、昨年同

期の体長より 2~3cm小さかった。

0""<' コガレイは 6 月 ~8 月まで漁獲されたが、 6 月に漁獲されたのは 2 1cmで、 7月に対照地か

ら漁獲されたのは 28cmで、 8月に漁獲されたのは 18 cmで、あった。

0タナゴは 6月に魚礁周辺で漁獲されたものは 25 cmで、 7 月 ~9 月にも漁獲されたが、 7 月と
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9月に漁確されたものは 25 cmで、 9月にに対照地で漁獲されたのは 20 cmで、あった。昨年は 7

月 ~l 0月まで漁獲され、今年とほぼ同じ体長であった。

0 ソイは 6 月 ~9 月まで漁獲されたが、魚、礁周辺で漁獲されたものは魚体が大きく 24~29cm

であった。対照i地では 6 月と 9 月に漁獲されたが、魚体は 20~26cmでやや小型であった。

昨年 7月と 8月に漁獲されたものは 23~2 7cmで、時期的に同じ体長のものが漁獲された。

0 アイナメは 8月 -9月に漁獲されたカ入魚礁周辺で漁獲さ才1たものは、 30~36cmであった。

対照地から漁獲されたのは30-32cmで、魚礁周辺から昨年同期に漁獲されたものより 2~3

m小型であった。

0 ホシザメは 6 月 ~9 月まで予定地からの漁獲が多く魚体も昨年と同じく 65~75cmで、あった。

対照地から 8月に漁獲されたのは小型で、 31 cm、 7月と 9月は 55~4 1cmで、あった。

昨年は 7~ 1 0月まで漁獲されたが、魚、体も時期的に同じ体長であった。魚種別体長組目立は第

9図のとおりである。

第 9図魚種別、平均体長組成
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(2) 魚種別、月別平均体重

0 エゾメバルは 6 月 ~9 月に魚礁周辺だけから漁獲され、平均体重は 320~3609で、昨年同

期に漁獲されたものより 100~60g 多かった。

。ゥマジラハギは 6 月、 7 月、 9 月に魚礁周辺から漁獲さわ、平均 120~130gで、対照地か

ら漁獲された 6 月、 9 月のものは 90~1109 であった。

0-< コガレイは 6 月 ~8 月まで魚礁周辺で漁獲され、 1 90 iで対照地から漁獲されたものが重く、

300~3209 あった。

。タナゴは魚礁周辺から漁獲されたものは 23 0 9程度で、対照地から漁獲された 1209より重
く、昨年9月に漁獲されたものより 309ほど重かった。

o ソイは、魚、獲周辺から 6 月 ~9 月に漁獲され 6 月 ~8 月に漁獲されたものは 465~492g あ

って対照地から 6 月と 9 月に漁獲された 280~4229 より重かった。昨年は 7 月と 8 月に漁

獲されたが 200~3209 であった。

oアイナメは 6丹、 9月に魚礁周辺から漁獲され380-4209であったが、対照地からは 6月、

7 月、 9 月に漁獲され 310~320gであった。昨年は 7 月~ 1 0月まで漁獲されたが 400

~6309 ほどで特に重かったのは 8 月である。

。ホシザメは対照、地から多く漁獲され、 6月に1.5009で次に 7月、 9月の順であった。また対

照地からの漁獲されたのは 7 月、 9 月で 250~800gであった。昨年は 7 月~ 1 0月まで漁

獲されたが 7月には平均 1，7 0 0 9 で 8~ 1 0 月には 550~ 1. 1009であった。

第 10図 魚種別、月別、平均体重
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(3) 魚種別、時期別雌雄別成熟状況

三枚網によって魚礁周辺と対照地から漁獲された根付魚を 13種選び、 6月-10月まで成熟状況

を調査した。

6月に漁獲されたホ、/ザメは完熟で、 7月-9月に獲れたものは未熟であった。

その外の魚種でドチザメ、マダイ‘キアマダイ、ウミタナゴ、エゾメバル、クロソイ、シマソイ、

マコガレイについては未成魚と、未熟であった。

ウミタナゴは 9月になってから産卵後のものが2尾漁獲された。エゾアイナメは 9月に漁獲され

た 1尾に半熟のものがあった。カナガシラは 6月に魚礁周辺と対照地から魚獲され、成魚は完熟で

あった。

ヒラメの成魚は 6月に 1尾漁獲され、完熟であった。

その外の魚は未成魚であった。クロウシノシタは 7-8月に多く漁獲さわ 7月に対照地から漁獲

された 1尾は完熟であったが、その外は未熟であった。

第 2表 魚種別、時期別、雌・雄別成熟状況

午、調査月
6 7 

調査 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地

性別 ち g 合 牢 合 ♀ e ♀ 

調熟査尾度数
7 6 19 6 s 

ホ シザ メ 4 2-1 2-1 2-1 2-1 

ドチザメ 調熟査尾度数

ダ「 イ 調査尾数
l l 1 

ーマ
熟 度 1 1 l 

数調査尾度数 2 1 1 
ウミタナゴ

2-1 1 2-1 

エゾメパル 熟調査尾度数
10 2 l 

2-1 2-1 2-1 

イ 調熟査尾数麿
1 1 1 

ク ロ ソ
2-1 1 2-1 

イ 調熟査尾度数
2 1 1 

シ -マ ソ
2-1 2-1 2-1 

調熟査尾数度
2 1 3 6 I 1 2 1 

エゾアイナメ
2-1 2-1 1 2-1 1 2-1 2-1 

調熟査尾数度
1 1 I 1 1 3 1 

カナガシラ
4 4 2-1 4 4 4 

熟調査尾度数 1 1 l 1 
ヒ フ メ

2-1 4 2-1 2-1 

熟調査尾度数
l 3 4 2 2 

マコガレイ
2-1 1 2-1 2-1 2-1 

調査尾数 3 14 1 
クロウシノシタ

熟 度 2-1 2-1 4 
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。魚類成熟度基準

雌の場合 1 性成熟に達していないもの卵粒卵はみとめられない(未成魚)

2~ 1. 成魚であるが卵巣は小さく卵粒は肉眼で認められてもきわめて小さい(未熟)

3. 卵巣は最大に達し、不透明な卵の中に透明な熱卵がまじっている(半熟)

4. 卵巣は透明な成熟卵で満さわている(完熟)

5. 放卵後のもの

雄の場合 1 性成熟に達しない魚の精巣で白色透明

2 ~ 1. ]の場合より精巣少し大きし、。

2~2. 精巣はかなり大きくなり乳白色不透明

3. 精巣は大きく精液の溶融が認めらわる。

4 放精後のもの

(4) 魚種別、月別胃内容物

漁獲された 20種について胃内容を調査したところ板付魚であるタイ類、エゾメバル、ソイ類、

エゾアイナメ、ヒラメ、マコ力、レイ、ホシザメ等については甲穀類を捕食している。特に魚礁周辺

(魚礁設置場所)から魚獲された上記魚種はふたほしいしがにを食していた。

魚種別、月別宵内容物については第3表のとおりであるo

(5) 月別、魚種別宵内容重量

6月-1 0月までに漁獲された 14種の魚類について、月別に宵内容物重量の調査を行なったと

ころ、主として魚礁周辺から漁獲されたエゾメパル、クロソイ、アイナメ、シマソイ、タナゴ、ホシ

ザメ、 ドチザメで胃内容の多かったのはホシザメ、ドチザメで、大部分甲殻類を食していた。

魚種別、月別平均胃内容物重量は第 4表のとおりである。

8 9 1 0 

魚、礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地

合 牢 o 早 古 ♀ 3 ♀ 3 ♀ 3 ♀ 

4 6 

2-1 2-1 

2 2 l 

2-1 2-1 2-1 
l 2 2 

2-1 2-1 2-1 

l 通 Z 

2-1 5 

1 4 1 8 7 2 i 

2-1 2-1 2-1 2-1 2-1 2-1 2-1 

l 1 1 

2-1 2-1 2-2 
1 
2-1 

1 3 2 5 l 2 

2-1 2-1 2-1 32-1 

1 l 2 

2-1 2-1 2-1 
l τz 
2-1 2-1 

3 19 4 

2-1 2-1 2-1 
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第 3表魚種別、月別胃内容物

月 6 7 

魚 種 餌 尾数 魚類 甲穀類 空胃 不明 尾数 魚穎 甲穀類 空胃 不明

魚礁周辺 7 7 25 3 15 4 3 
ホ シ ザ メ

対照、地 11 1 9 1 

ド ザ
魚礁周辺

チ メ

対照、地

魚礁周辺 1 
カ ス ザ メ

対照地

イ
魚礁周辺

ア カ ニE
対照地 l 1 

魚礁周辺 1 
て才 ダ イ

対照地 4 3 l 

ダ イ
魚礁周辺

チ
対照地

魚、礁周辺
キ ア ーマ タ イ

対照地

魚礁周辺
シ ロ ギ ス

対照地

魚礁周辺 2 2 
ウ 、、 タ ナ コ

対照地 2 2 

魚礁周辺 10 4 6 4 4 
二工ニ ゾ メ ノ、 ノレ

対照地

魚、樵周辺 1 1 
ク ロ ソ イ

対照、地 1 

魚、礁周辺 3 3 2 2 
シ すマ ソ イ

対照地 1 

魚礁周辺 3 2 
エゾアイナ メ

対照地 13 9 4 

ホ ウ ボ
魚、礁周辺

ウ
対照、地

魚礁周辺 2 2 
カ ナ ガ シ フ

対照地 5 5 1 

魚礁周辺 2 2 
ヒ フ メ

対照地 l 

魚礁周辺 1 
ーマ コ カ レ イ

対照地 9 6 2 

魚礁周辺
セトウシノシタ

対照地

魚礁周辺 3 3 
グロウ‘ンノシタ

対照地 1 15 6 8 

魚礁周辺 1 2 
ウマ ジラハギ

対照地 5 2 3 
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単位;尾

8 9 1 0 

尾数 魚類 甲穀類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空宵 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

2 2 10 9 1 

4 1 2 1 

1 1 

5 5 

1 1 1 1 

3 3 4 1 3 

7 1 1 5 18 3 15 1 1 

1 1 

2 2 

11 11 

3 3 

2 2 

2 2 4 2 2 

7 5 2 

7 1 6 16 15 

2 2 3 1 2 

1 1 1 1 

1 1 2 2 

1 2 2 2 

6 3 3 9 4 5 

1 1 

2 2 2 

3 1 2 

3 3 

1 2 2 

. 
1 4 3 

24 24 

5 5 

1 5 5 
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第 4表 魚種別、月別平均胃内容物重量

月 6 7 

魚 種 餌 尾数 魚類 甲穀類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

魚礁周辺 7 18. 5 25 1. 'J 9. 6 。7
ホ 、J ザ メ

対照地 11 22. 2 

ザ
魚、礁周辺

ド チ メ
対照地

魚礁周辺 1 20. () 
カ ス ザ メ

対照地

魚礁周辺
ア カ ニL イ

対照地 5‘3 

魚礁周辺 1 。
守三2 タ イ

対照地 4 O. 5 

魚礁周辺
チ ダ イ

対照地

魚、礁周辺
キ ア ーマ ダ イ

対照地

魚礁周辺
シ ロ ギ ス

対照地

魚礁周辺 2 2. 0 
ウ 、、、 タ ナ ::0 守

対 照地 ー.， 1. 9 

魚礁周辺 10 9. 7 4 O. 1 
こL ソ メ ノ、 ，~ 

対照地

魚、礁周辺 l 1. 2 
ク ロ ソ イ

対照地 。
魚礁周辺 3 1. 9 つ- 。

、ン ーマ ソ イ
対照地 1 。
魚礁周辺 3 O. d 2. 6 

エゾアイナ メ
対照地 13 3. d 2. 5 

魚礁周辺
ホ ウ オ、 ウ

対照地

魚礁周辺 ワ 1. 6 
カ ナ カ、 シ フ

対照地 5 1. 7 2. 0 

魚、礁周辺 2 1. 2 。
ヒ フ メ

対照地 。
魚、礁周辺 1 O. 1 

vマ 工Z す1 レ イ
対照、地 9 O. 3 O. 5 】.， O. 2 

魚、礁周辺
セトウシノシタ

対照地

魚礁周辺 :1 1.8 
クロウ、シノ、ンタ

対照地 O. 5 15 

魚礁周辺 l O. 2 ワ】 2. 9 O. 1 
ウマジラハ ギ

対照地 3 1.6 

ワ
M

F
h
d
 
つ臼



単位:!] 

8 9 1 0 

足数 魚類 甲穀類 グてEb 田H 不明 尾数 魚類 甲穀類 グ3b1H円3 不明 尾数 魚類 甲穀類 グ:ヱb二 日円ヨ 不明

2 。 10 6. 7 

4 7. 6 

1 3. 3 

1 25 

6 2. 0 

1 。 。
3 。 4 O. 8 

7 3目 6 18 。 3. 0 

1 () 

2 。

11 。

3 。 2 O. 1 

2 。 4 O. 8 

7 2. 2 

7 。 16 O. 5 

2 。 3 O. 2 

1 O. 7 1 10. 0 

1 。
1 。 2 3.8 

1 。 2 7. 5 2 。
6 1. 6 9 2. 6 O. 6 

2 1. 5 

3 O. 9 

3 。

。 2 。

1 。 4 。
24 O. 9 

5 3 5 1 2. 0 

1 。 5 。

つd5
 
2
 



4. 標本船調査

標本船は当初 10隻を予定したが、調査表の提出が 6隻よりなかったので、 6隻についての月別、

魚種別漁獲量を調査した。

漁法は三枚網で、 6月 1日-7月5日まで、操業回数 23回でヒラメは全漁獲量の 45.4%を凸

め、次にエゾメバル、マユカレイ、その他となっている。(第 11図)

また、傭船による魚種別漁獲量は第 12図のとおりである。

第 11図 標本船6隻による漁獲量 (6月 1日-7月5日まで〕

800 

第12図傭船による魚種別漁獲量 (6月-10月)
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W 調査の成果及び今後の課題

1.調査の成果

漁業試験の結果から、魚、礁設置場所周辺(魚礁周辺対象地)には序々に恨付魚が集まってきてい

る。また、ヒラメは産卵期にあたる 6月上旬頃タイヤ魚礁周辺に集まり、地元三枚網漁業者によっ

て多く漁獲されるようになった。

2. 今後の課題

昭和44年度-46年度までにタイヤ魚礁 3.800本を鯵ヶ沢港赤灯台北東22浬(水深 20-

22m)のとこに設置した。

6月-9月までの調査結果からみるとエゾメパル・ソイ類、エゾアイナメは全期間棲息がみられ

たが、ヒラメ・マコガレイは深浅移動の接岸期のみ滞留していることがうかがわれる。今後魚の生

活と魚礁との時コりにq 、て底層分布tかりでなく、調書分布、中層分布}こっし、ても調査する必要があろう。
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